
議会改革に関する調査特別委員会 会議概要 

 

日  時 令和３年 11月 12日 10：00～11：05 

出 席 者 
☑石川委員長  ☑米須副委員長 ☑伊佐委員  ☑平安座委員   ☑又吉委員 

☑宮城政司委員 ☑宮城司委員  ☑山城委員  ☑真喜志委員  ☑知念委員 

協議事項 
①議会改革長期検討事項「災害時における議会の役割明確化について」 

②所管事務調査について 

配付資料 

①宜野湾市議会業務継続計画(BCP) 文案 1〜５ 

②宜野湾市地域防災計画抜粋資料 

③所管事務調査 調査概要及び行程表 

会議概要 

①議会改革長期検討事項「災害時における議会の役割明確化について」 

 項目１～５の文案の検討を行い、所管事務調査後に意見を反映させた文案を配

布し、各会派へ持ち帰り検討することとなった。 

【委員意見】 

「１．目的」について 

・災害対策活動の趣旨の記載はあるが、業務継続計画として、「災害時にどう議

会を進めていくか」という趣旨の文言を入れた方がよい。 

・議会機能が「災害時にも運用できるように」という文言を入れた方がよい。 

「２．本ＢＣＰが対象とする災害等の定義」について 

・本市の特徴的な事項について、普天間基地を抱えているため、「航空機事故」

あるいはテロ等の「有事」を含んだ文言を入れた方がよい。 

・本計画は地域防災計画の第４配備規模が対象となっているが、市当局の配備体

制の指示を必須とせず、市議会の判断で対応できる内容とした方がよい。 

・第３配備体制以前の災害等も本ＢＣＰの対象とする場合、どのような行動を示

すのか検討を要する。 

・対象とする災害を第４配備に限ることなく、「その他議長が必要と認める場合」

「議長が招集できる」等の文言挿入を検討してはどうか。 

・本ＢＣＰは災害時のみを対象とするか。感染症も入れた方がよいのか。 

 →現在、本市では新型コロナに関する特別委員会が設置されており、申合せ事

項でもコロナ感染流行時の対応について取決めがされているため、今回は災害時

とし、必要であれば今後、感染症についての追加を検討した方がスムーズ。 

・本ＢＣＰは何をもとに発動するのか、明確に示した方がよい。 

「３．議会の役割」について 

・第３配備体制、第４配備体制では、このように議会は機能していくと示す内容

としたい。災害時の支援とは別の趣旨と考える。 

②所管事務調査について 

調査事項及び日程の確認を行った。 

 


